








1.研究目的

　ヘルペスウイルスが妊婦に初感染を起こした際あるいは 2型ヘルペスウイル

スの陰部の回帰性庖疹のある場合に,それが胎児にどのような影響を与えるか

ということはまだほとんど判っていない。このウイルスの胎内感染で小頭症・

脈絡網膜炎・脳炎・指奇形・心疾患・白内障・骨病変・頭蓋内石灰沈着・肝右

灰化・発育遅延などがあったという報告は外国にあるが,症例としては 10 例に

満たない(1～7),また妊娠中の 2型ヘルペスウイルスの感染が妊娠 20 週以内に

起きると流産が多く.20 週以後だと早産が多いという報告もある{8}。そこで

これらの点を日本の多くの妊婦について調査することが心要である。


